第１学年 単元別学習内容一覧
	（オリエンテーション）

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)

(知)
	ものの集まりに着目し，1対1対応などにより数の多少が判断できる。
・絵を見て，ものの数に関心をもつ。
・数の多少を判断するには，カエルとスイレンなどを1対1に対応づけるとよいことに気づく。
・カエルとスイレンなどの1対1対応により数の多少が判断できる。
・数の多少の判断の仕方を理解している。
	3時間
2学期制：4月中旬
3学期制：4月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	1～3
	1
	○数や数字について関心をもつ。
	・「かずとすうじ」への導入
	(関)算数の学習への関心をもつ

	
	4～5
	2・
3
	○1対1に対応づけ，数の多少を判断することができる。
	・1対1に対応づけ，数の多少を判断すること
	(考)(技) 1対1に対応づけ，数の多少を比べることができる。


	1　かずと　すうじ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
○
(関)

(考)
(技)

(知)
	具対物と半具対物(数図ブロック)とを対応させながら10までの数について，集合数(計量数)としての理解ができる。

5までの数について，よみ方やかき方を理解し,大小判断や合成・分解ができる。

10までの数のよみ方やかき方を理解し，大小判断ができる。

・具体的な場面で，進んで数を使おうとする。

・10までの数について，大小比較の仕方を考えることができる。

・10までの数について，よんだり，かいたり大小を比べることができる。

・5までの数の合成･分解や10までの数のよみ方，かき方，大小比較の仕方を理解している。
	9時間
2学期制：4月中旬～5月上旬
3学期制：4月中旬～5月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	5までの　かず
	6～7
	1

・

2
	○5までの数をよむことができる。
	・5までの数の具体物と数図ブロック，数図との対応，数のよみ方

・数系列，具体物－数図－数字の対応
	(技)(知)数図ブロックなどと対応づけながら，5までの数をよむことができる。

	
	8～9
	3

・

4
	○5までの数をかいたり，合成・分解をすることができる。
	・5までの数のかき方

・4・5の合成・分解
	(技)(知)5までの数をかいたり，合成・分解ができる。

	10までの　かず
	10～11
	5・

6
	○10までの数をよむことができる。
	・10までの数の具体物，数図ブロック，数図との対応，数のよみ方

・前時の復習，数系列
	(技)(知)数図ブロックなとど対応づけながら，10までの数をよむことができる。

	
	12～13
	7
	○10までの数をかくことができる。
	・6～10の数のかき方
	(技)(知)6～10の数についてかくことができる。

	かずあそび
	14～16
	8
	○10までの数について，絵グラフに表して大小比較をすることができる。
	・絵グラフによる数の表現，大小比較
	(関)(考)(表)10までの数について，絵グラフに表して大小比較をすることができる。

	
	17
	9
	○数字，数図，ブロックを対応させたり，音などの回数を数で表すことができる。
	・数字と数図ブロックの対応，数の大小比較，音の回数と数字の対応
	(技)数字，数図，ブロックを対応させたり，音などの回数を数で表すことができる。


	2　なんばんめ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)
(知)
	10までの数について，順序数としての意味を知り，集合数(計量数)と順序数の違いを理解できる。
前後，左右，上下などのことばを正しく用いて，ものの位置を表すことができる。
・具体的な場面で，順序数で表すよさを感じ，数を使って表そうとする。
・前後，上下，左右などを用いて，位置の表し方を工夫したり，考えたりすることができる。
・集合数と順序数を使い分け，前後，上下，左右などを用いて位置を表すことができる。
・集合数と順序数の違い，前後，上下，左右などを使った位置の表し方について理解している。
	3時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	18～19
	1
	○順序数を使ってものの位置を表すことができる。
	・上下，左右，前後の順序数
	(技)(知)順序数の役割を知り，上下，左右，前後を用いて，ものの位置を表すことができる。

	
	20
	2
	○順序数と集合数の違いを理解する。
	・順序数と集合数
	(考)順序数と集合数の違いを理解し，正しく使い分けることができる。

	
	21
	3
	○順序を正しく表すことができる。
	・順序の表し方
	(技)キーワードを使って，順序を正しく表すことができる。


	3　いくつと　いくつ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
○
(関)

(考)
(技)
(知)
	6，7，8，9の合成・分解ができる。
10の合成・分解ができ，10の補数が理解できる。
数としてのの意味が理解できる。
・10までの数の合成･分解に進んで取り組もうとする。
・10までの数の合成･分解の仕方や10の補数について説明することができる。
・10までの数の合成･分解や10の補数を求めることができる。
・10までの数の合成・分解，及び0の意味を理解している。
	7時間
2学期制：5月中旬～下旬
3学期制：5月中旬～下旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	22～23
	1
	○6の合成・分解ができる。
	・6の合成・分解
	(技)(知)6の合成・分解ができる。

	
	24
	2
	○7の合成・分解ができる。
	・7の合成・分解
	(技)(知)7の合成・分解ができる。

	
	25
	3
	○8の合成・分解ができる。
	・8の合成・分解
	(技)(知)8の合成・分解ができる。

	
	26
	4
	○9の合成・分解ができる。
	・9の合成・分解
	(技)(知)9の合成・分解ができる。

	
	27
	5
	○10の合成・分解ができる。
	・10の合成・分解
	(技)(知)10の合成・分解ができる。

	
	28
	6
	○10の補数を求めることができる。
	・10の補数
	(技)(知)10の補数を求めることができる。

	0という　かず
	29
	7
	○0という数の意味を理解する。
	・数としての0の意味
	(考)(知)0という数の意味を理解している。


	4　いろいろな　かたち

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	空き箱や空き缶，積み木などによる立体の組み立てを通して，ものの形を認めたり，形の特徴をとらえることができる。
・身近にある立体に関心を持ち，その特徴に目を向けようとする。
・身近にある立体の形の特徴に目を向けることができる。
・まる，さんかく，しかくの形を使って，いろいろな絵を描くことができる。
・身近にある立体の形を観察し，その特徴を理解している。
	3時間
2学期制：6月上旬
3学期制：6月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	30～31
	1
	○空き箱や空き缶などを使っていろいろな立体をつくる。
	・空き箱，空き缶などを使った立体の構成
	(関)(技)空き箱や空き缶などを使っていろいろな立体をつくることができる。

	
	32～33
	2
	○立体の特徴をとらえて，弁別することができる。
	・立体図形の分類，弁別
	(考)(技)立体の特徴をとらえ，弁別ができる。

	
	34～35
	3
	○立体の面を写し取り，それを使っていろいろな絵をかく。
	・立体の面の写し取りやそれを使った絵描き遊び
	(関)(技)立体の面を写し取り，それを使っていろいろな絵をかくことができる。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	36～37
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：6月上旬
3学期制：6月上旬


	5　ふえたり　へったり

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	次々に変化していく数量に着目し，数の増減の意味をつかむ。
・数量がふえたり，へったりする事象に関心をもち，変化の様子をとらえようとする。
・増減の意味を，具体的な事象や操作と関連づけて考えることができる。
・数量の増減に着目し，「ふえた」「へった」ということばを使って，ブロックを操作することができる。
・数量が増減する事象について，操作的・体験的な活動を通して，その意味を理解している。
	1時間
2学期制：6月上旬
3学期制：6月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	38～39
	1
	○次々に変化していく数量に着目し，数の増減の意味をつかむ。
	・エレベータごっこを通した，連続的な数の増減事象の体験
	(考)(技) 次々に変化していく数量に着目し，活動を通して，その意味が理解できる。


	6　たしざん(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)
(知)
	たし算が用いられる場面(合併・増加)を知り，たし算の記号や式のよみ方，かき方を理解する。
(1桁)＋(1桁)≦10のたし算ができる。
・身近な場面において，たし算を用いて解決しようとする。
・作業的・体験的な活動を通して，たし算の仕方について考えることができる。
・たし算の式に表したり，式をよんだり，(1桁)＋(1桁)≦10の計算が確実にできる。
・たし算を適用する場面を理解し，計算の仕方を理解している。
	7時間
2学期制：6月中旬～下旬
3学期制：6月中旬～下旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	あわせて　いくつ
	40
	1
	○具体的操作を通して，合併の場面を把握する。
	・合併の場面の理解

	(知)具体的操作を通して，合併の場面を把握している。

	
	41
	2
	○合併の場面をたし算の式に表し，答えを求めることができる。
	・合併の場面をたし算の式に表し，答えを求めること

【たしざん，しき，＋】
	(考)(知)合併の場面を式に表し，答えを求めることができる。

	ふえると　いくつ
	42
	3
	○具体的操作を通して，増加の場面を把握する。
	・増加の場面の理解
	(知)具体的操作を通して，増加の場面を把握している。

	
	43
	4
	○増加の場面をたし算の式に表し，答えを求めることができる。
	・増加の場面をたし算の式に表し，答えを求めること
	(考)(知)増加の場面を式に表し，答えを求めることができる。

	こうえん
	44
	5
	○たし算の場面に即して，いろいろな問題をつくり，たし算の理解を深める。
	・たし算の作問（お話づくり）
	(関)(考)たし算の場面に関心をもち，いろいろ問題をつくる。

	たしざんの　かあど
	45
	6
・
7
	○カードを使った練習を通して，たし算の習得をする。
	・カードを使ったたし算の練習
	(関)(技)カードを使って，進んでたし算の練習をする。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	46～47
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：6月下旬
3学期制：6月中下旬


	7　ひきざん(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)
(知)
	ひき算が用いられる場面(求残・求部分・求差)を知り，ひき算の記号や式のよみ方，かき方を理解する。
(10以下の数)－(1桁)のひき算ができる。
・作業的・体験的な活動の場面で，ひき算を用いて解決しようとする。
・作業的・体験的な活動を通して，ひき算の仕方について考えることができる。
・ひき算の式に表したり，式をよんだり，(10以下の数)－(1桁)の計算が確実にできる。
・ひき算を適用する場面を理解し，計算の仕方を理解している。
	9時間
2学期制：6月下旬～7月中旬
3学期制：6月下旬～7月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	のこりは　いくつ
	48
	1
	○具体的操作を通して，求残の場面を把握する。
	・求残の場面の理解

	(知)具体的操作を通して，求残の場面を把握している。

	
	49
	2
	○求残の場面をひき算の式に表し，答えを求めることができる。
	・求残の場面をひき算の式に表し，答えを求めること

【ひきざん，－】
	(考)(知)求残の場面を式に表し，答えを求めることができる。

	
	50
	3
	○求部分の場面をひき算の式に表し，答えを求めることができる。
	・求部分の場面をひき算の式に表し，答えを求めること
	(考)(知)求部分の場面を式に表し，答えを求めることができる。

	ひきざんの　かあど
	51
	4
・
5
	○カードを使った練習を通して，ひき算の習得をする。
	・カードを使ったひき算の練習
	(関)(技)カードを使って，進んでひき算の練習をする。

	ちがいは　いくつ
	52
	6
	○具体的操作を通して，求差の場面を把握する。
	・求差の場面の理解
	(知)具体的操作を通して，求差の場面を把握している。

	
	53
	7
	○求差の場面をひき算の式に表し，答えを求めることができる。
	・求差の場面をひき算の式に表し，答えを求めること
	(考)(知)求差の場面を式に表し，答えを求めることができる。

	
	54
	8
	○「ちがい」の意味を理解し，それを使って表現することができる。
	・求残の場面で「ちがい」の意味の把握
	(考)(知)「ちがい」の意味を理解し，それを使って表現することができる。

	うみ
	55
	9
	○ひき算の場面に即して，いろいろな問題をつくり，ひき算の理解を深める。
	・ひき算の作問（お話づくり）
	(関)(考)ひき算の場面に関心をもち，いろいろ問題をつくる。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	56～57
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬


	8　20までの　かず

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	具体に即して20までの数の数え方，よみ方，かき方を理解する。
数を数直線上に表し，20までの数の系列・大小を理解する。
・具体的な場面を通して，20までの個数や順序を，数を用いて表したり，数直線で表そうとする。
・数にかかわる作業的・体験的な活動を通して，20までの数のよみ方，かき方，大小や順序について考えることができる。
・20までの数について，よんだり，かいたり，大小を比べたり，簡単な2位数の加減ができる。
・20までの数のよみ方，かき方，大小比較などを理解している。
	7時間
2学期制：7月中旬～9月上旬
3学期制：9月上旬～中旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	58～60
	1
・
2
	○20までの数について，よみ方，かき方を理解し，よんだりかいたりすることができる。
	・20までの数のよみ方とかき方
	(技)(知)20までの数について，よみ方，かき方を理解し，よんだりかいたりすることができる。

	
	61
	3
	○20までの数の大小比較をしたり，2とびや5とびで数えることができる。
	・20までの数の大小
・2とび，5とびで数えること
	(技)(知)20までの数の大小比較ができる。
(技)20までの数を2とびや5とびで数えることができる。

	かずの　ならびかた
	62～63
	4
	○20までの数の系列を理解する。
	・20までの数の系列
	(知)20までの数の系列を理解している。

	たしざん
	64
	5
	○簡単な(2桁)＋(1桁)のたし算ができる。
	・簡単な(2桁)＋(1桁)のたし算
	(技)10＋4や12＋4などの簡単な2位数のたし算ができる。

	ひきざん
	65
	6
	○簡単な(2桁)－(1桁)のひき算ができる。
	・簡単な(2桁)－(1桁)のひき算
	(技)12－2や15－3などの簡単な2位数のひき算ができる。

	たしかめましょう
	66～67
	7
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　よみとるさんすう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：9月上旬
3学期制：9月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	68～69
	1
	・絵日記から適切に情報を選択して，問題を解決することができる。


	9　とけい(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	時刻について知り，時計で何時・何時半をよむことができる。
・時計に関心をもち，何時・何時半の時刻をよもうとする。
・何時・何時半の時刻のよみ方を理解できる。
・時計で何時・何時半の時刻をよんだり，つくったりすることができる。
・何時・何時半の時刻のよみ方やつくり方を理解している。
	1時間
2学期制：9月中旬
3学期制：9月下旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	とけい
	70～71
	1
	○何時・何時半の時刻をよんだり，つくったりする。
	・何時・何時半の時刻をよんだり，つくったりすること
【○時，○時半】
	(技)(知)時計を使って，何時・何時半の時刻をよんだり，つくったりすることができる。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	72～73
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：9月中旬
3学期制：9月下旬


	10　おおきさくらべ(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	直接比較や間接比較により，長さやかさを比較することができる。
・身近にあるものの長さやかさに関心を持ち，比較しようとする。
・身近にあるものの長さやかさを比べる方法を考えることができる。
・直接比較・間接比較や任意単位による測定によって，長さやかさを比較することができる。
・直接比較・間接比較による長さやかさの比べ方を理解している。
	5時間
2学期制：9月中旬～9月下旬
3学期制：9月下旬～10月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	ながさくらべ
	74～75
	1
	○直接比較・間接比較による長さの比較ができる。
	・長さの直接比較，間接比較
	(考)(技)直接比較・間接比較により，長さを比べることができる。

	
	76～77
	2

・

3
	○任意単位による長さの測定ができる。
	・任意単位による長さの測定
	(考)(技)手幅や鉛筆などの任意単位により，長さの測定ができる。

	かさくらべ
	78～79
	4

・

5
	○直接比較・間接比較によるかさの比較及び任意単位によるかさの測定ができる。
	・かさの直接比較，間接比較，任意単位によるかさの測定
	(考)(技)直接比較・間接比較により，かさを比べたり，コップなどの任意単位により，かさの測定ができる。


	11　3つの　かずの　けいさん

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	具体的操作に基づいて，3口の数の加減計算ができる。
・3口の加法・減法を用いて，身近な問題を解決しようとする。
・3口の計算の仕方を考えることができる。
・具体的な場面に即して，3口の計算ができる。
・3口の計算の仕方を理解している。
	4時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月上旬～中旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	80
	1
	○具体的操作に基づいて，3口の加減計算(増増)ができる。
	・具体的操作に基づく3つの数のたし算・ひき算（増増の場面）
	(技)具体的操作に基づいて，3口の加減の場面(増増)を理解し，計算ができる。

	
	81
	2
	○具体的操作に基づいて，3口の加減計算(減減)ができる。
	・具体的操作に基づく3つの数のたし算・ひき算（減減の場面）
	(技)具体的操作に基づいて，3口の加減の場面(減減)を理解し，計算ができる。

	
	82
	3

・

4
	○具体的操作に基づいて，3口の加減計算(増減，減増)ができる。
	・具体的操作に基づく3つの数のたし算・ひき算（増減，減増の場面）
	(技)具体的操作に基づいて，3口の加減の場面(増減，減増)を理解し，計算ができる。


	＊　ふくしゅう　じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	83
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：10月中旬
3学期制：10月中旬


	12　たしざん(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)の計算の仕方を理解し，計算ができる。
・繰り上がりのあるたし算の意味を理解し，身近な問題に用いようとする。
・繰り上がりに着目して，計算の仕方を考えることができる。
・繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)の計算ができる。
・繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)の計算の仕方を理解している。
	9時間
2学期制：10月中旬～11月上旬
3学期制：10月中旬～11月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	84～85
	1
	○繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)のたし算の仕方を考える。
	・繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)たし算の仕方
	(考)繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)のたし算の仕方を考えることができる。

	
	86～87
	2
	○繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)のたし算の仕方を説明する。
	・繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)たし算の仕方を説明すること
	(考)繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)のたし算の仕方を説明することができる。

	
	88
	3
	○繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)のたし算ができる。
	・加数分解による繰り上がりのあるたし算の仕方
	(技)加数分解の考え方を使って，繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)のたし算ができる。

	
	89
	4
	○加数分解と被加数分解の計算の仕方を比べ，それぞれの特徴を説明する。
	・加数分解と被加数分解の計算の仕方の比較
	(考)加数分解と被加数分解の計算の仕方を比べ，それぞれの特徴を説明できる。

	たしさんの　かあど
	90～92
	5

～
8
	○カードを使った練習を通して繰り上がりのあるたし算の習得をする。
	・カードを使ったたし算の練習
	(関)(技)カードを使って，進んでたし算の練習をする。

	たしかめましょう
	93
	9
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	

	やってみよう
	94～95
	－
	本単元の補充・発展問題


※やってみようは，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
	13　かたちづくり

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	色板や棒を並べたり，点をつないだりして，いろいろな形をつくり，図形を構成することができる。
・色板や棒を並べたり，点を線でつないだりして，いろいろな形をつくろうとする。
・色板や棒を回転・移動させて形を変形し，それらの関係をとらえることができる。
・色板や棒を並べたり，点を線でつないで，いろいろな形をつくることができる。
・色板や棒などを使って形を構成・分解する仕方を理解している。
	5時間
2学期制：11月上旬～中旬
3学期制：11月上旬～中旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	96～97
	1
・
2
	○色板を並べて，きめられた形をつくる。
	・色板を並べて，きめられた形をつくること
	(関)(技)色板を並べて，きめられた形をつくることができる。

	
	98～99
	3・
4
	○棒を並べてきめられた形をつくったり，点をつないでいろいろな形をつくる。
	・棒を並べて，きめられた形をつくること
・点をつないでいろいろな形をつくること
	(関)(技)棒を並べてきめられた形をつくったり，点をつないでいろいろな形をつくることができる。

	
	100
	5
	○色板や棒を回転・移動させてできる形考察する。
	・色板や棒を回転・移動させて形を変えること
	(考)色板や棒を回転・移動させて変形させ，どんな形になるかを考察することができる。


	＊　ふくしゅう・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	101
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：11月中旬
3学期制：11月中旬


	14　ひきざん(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算の仕方を理解し，計算ができる。
・繰り下がりのあるひき算の意味を理解し，身近な問題に用いようとする。
・繰り下がりに着目して，計算の仕方を考えることができる。
・繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算ができる。
・繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算の仕方を理解している。
	11時間
2学期制：11月中旬～12月上旬
3学期制：11月中旬～12月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	102～103
	1
	○繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算の仕方を考える。
	・(十何)－(1桁)で繰り下がりのあるひき算の仕方
	(考)繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算の仕方を考えることができる。

	
	104～105
	2
	○繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算の仕方を説明する。
	・(十何)－(1桁)で繰り下がりのあるひき算の説明する活動
	(考)繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算の仕方を説明することができる。

	
	106
	3
	○減加法の考え方を使って，繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算ができる。
	・減加法による繰り下がりのあるの計算の仕方
	(技)減加法の考え方を使って，繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算ができる。

	
	107
	4
	○減加法と減減法の計算の仕方を比べ，それぞれの特徴を説明できる。
	・減加法と減減法の計算の仕方の比較
	(考)減加法と減減法の計算の仕方を比べ，それぞれの特徴を説明できる。

	たしさんの　かあど
	108～110
	5
～
8
	○カードを使った練習を通して，繰り下がりのあるひき算の習得をする。
	・カードを使ったひき算の練習
	(関)(技)カードを使って，進んでひき算の練習をする。

	かずあて　げえむ
	111
	9
	○カードを使って，たし算やひき算の式をつくる。
	・カードを使ったたし算やひき算のゲーム
	(関)(考)カードを使って，たし算やひき算の式をつくることができる。

	けいさんの　かみしばい
	112
	10
	○きめられた式になる問題をつくり，たし算やひき算の理解を深める。
	・8＋6や12－7の式になる問題づくり
	(考)(技)きめられた式になる問題をつくることができる。

	たしかめましょう
	113
	11
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	

	やってみよう
	114～115
	－
	本単元の補充・発展問題


※やってみようは，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
	◎　たすのかな　ひくのかな

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・加減の場面の違いを理解している。
	1時間
2学期制：12月中旬
3学期制：12月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	116～117
	1
	・加減の場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	15　0の　たしざんと　ひきざん

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	0を含むたし算，ひき算の意味を理解し，計算ができる。
・具体的な場面で，0を含む計算に取り組もうとする。
・具体的・体験的な活動を通して，0を含む計算の意味を考えることができる。
・0を含むたし算，ひき算ができる。
・0を含むたし算，ひき算の意味と計算の仕方を理解している。
	2時間
2学期制：12月中旬
3学期制：12月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	118～119
	1
・
2
	○0を含む加減計算の意味を理解し，計算ができる。
	・玉入れ遊びによる0を含む加減計算の意味と計算の仕方
	(考)(知)0を含む加減計算の意味を理解し，計算ができる。


	16　ものと　ひとの　かず

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	ある数量を他の数量に対応させて解くことができる。
順序数についても理解を深める。
・異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算をしようとする。
・1対1対応により，異種の量の加減計算ができることを考えることができる。
・操作活動を通じて，異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算ができる。
・異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算の仕方を理解している。
	2時間
2学期制：12月中旬～下旬
3学期制：12月中旬～下旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	120
	1
	○ものの数と人の数を対応させて考えることができる。
	・ものと人の数を対応させて解く加減計算
	(考)(技)ものの数と人の数を対応させて考えることができる。

	なんばんめ
	121
	2
	○順序数と集合数の役割を理解する。
	・順序数と集合数の混合計算
	(考)(技)順序数と集合数の役割を理解し，問題を解決することができる。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	122～123
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：12月下旬
3学期制：12月下旬


	17　大きい　かず

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	100までの数についてよみ方やかき方を知り，大小・系列を理解する。
100を少しこえる数について知る。
・100までの数について進んで調べようとする。
・100までの数について，位取りの考えを知り，かき方を考えることができる。
・100までの数について，よんだり，かいたり，大小を比べたり，数の構成に基づく(2桁)＋(1桁)のたし算とその逆のひき算ができる。
・100までの数について，よみ方，かき方，大小・系列を理解している。
	13時間
2学期制：1月中旬～2月上旬
3学期制：1月中旬～2月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	かずの　かぞえかた
	124～125
	1
	○100までの数を，10のまとまりをつくって数える。
	・じゃんけんゲームによる100までの数の数え方，よみ方(命数法)
・10とび5とびの数え方の工夫
	(考)(知)100までの数を，10のまとまりをつくって，数えることができる。

	かずの　かきかた
	126～127
	2
・
3
	○位取りの考えを知り，2位数のかき方を理解する。
	・2位数のかき方(記数法)と構成

【一のくらい，十のくらい】
	(考)(知)位取りの考えを知り，2位数のかき方を理解する。

	100までの　かず
	128～129
	4
・
5
	○100という数及び100までの数について理解する。
	・具体物による100という数の理解
・100までの数の具体物と数表の対応

【100，百】
	(知)具体物を数えることを通して，100という数を理解する。
(考)具体物の絵と数表とを対応させながら，100までの数を理解する。

	
	130
	6
	○100までの数について大小を判断できる。
	・100までの数の大小
	(技)(知)100までの数について，大小を判断することができる。

	
	131
	7
・
8
	○100までの数について系列を考える。
	・100までの数の系列
・すごろくあそび
	(技)(知)100までの数について，系列を考えることができる。

	おかね
	132
	9
	○数の構成に基づく(2桁)＋(1桁)のたし算とその逆のひき算ができる。
	・数の構成に基づく加減計算
	(技)数の構成に基づく(2桁)＋(1桁)のたし算とその逆のひき算ができる。

	さがして　みよう
	133
	10
	○身の回りから100までの数を捜すことができる。
	・身の回りから100までの数をさがすこと
	(関)100までの数に関心をもち，身の回りから探そうとする。

	100を　こえる　かず
	134～135
	11
・
12
	○100といくつという見方を通して，100を少しこえる数を理解する。
	・100といくつという見方による，120程度までの数の考察
	(考)(知)100を少しこえる数について，100といくつという見方を通して理解できる。

	たしかめましょう
	136～137
	13
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	

	やってみよう
	138～139
	－
	本単元の補充・発展問題


※やってみようは，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
	18　とけい(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	時計で何時何分をよむことができる。
・時計で何時何分の時刻をよもうとする。
・時計で何時何分の時刻のよみ方を理解できる。
・時計で何時何分の時刻をよんだり，つくったりすることができる。
・時計で何時何分の時刻のよみ方やつくり方を理解している。
	2時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	とけい
	140～142
	1
・
2
	○何時何分の時刻をよんだり，つくったりする。
	・何時何分の時刻をよんだり，つくったりすること
【○時○分】
	(技)(知)時計を使って，何時何分の時刻をよんだり，つくったりすることができる。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	143
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬


	◎　かえますか？　かえませんか？

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明することができる。
・買えるか買えないかを判断しようとする。
・買えるか買えないかの理由を，根拠をあげて説明することができる。
・場面に応じて，買えるか買えないかを判断することができる。
・買えるか買えないかを判断する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	144～145
	1
	・買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明する。


	19　100までの　かずの　けいさん

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	100までの数の簡単なたし算，ひき算
・簡単な2位数のたし算やひき算を進んでしようとする。
・数構成に基づいて，簡単な2位数のたし算やひき算の仕方を考えることができる。
・簡単な2位数についてのたし算やひき算ができる。
・簡単な2位数についてのたし算やひき算の仕方を理解している。
	2時間
2学期制：2月下旬
3学期制：2月下旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	146
	1
	○10の個数に着目して，(何十)±(何十)の加減計算ができる。
	・10を単位とした(何十)±(何十)の加減計算
	(考)(技)10がいくつと考えて，(何十)±(何十)の加減計算ができる。

	
	147～148
	2
	○繰り上がり，繰り下がりのない(2桁)±(1桁)の加減計算ができる。
	・繰り上がり，繰り下がりのない(2桁)±(1桁)の加減計算
［発展］繰り上がり，繰り下がりのない(2桁)±(何十)の加減計算
	(考)(技)繰り上がり，繰り下がりのない(2桁)±(1桁)の加減計算ができる。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	149
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：2月下旬
3学期制：2月下旬


	20　おなじ　かずずつ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	具体物をまとめて数えたり，等分したりして，整理して表すことができる。
・数を数える際，ブロックを操作したり，絵や式に表そうとする。
・数を数えるのにブロックの操作，絵や式に表す考え方ができる。
・数を数える際，ブロックを操作したり，絵や式に表すことができる。
・数を数える際，ブロックを操作したり，絵や式に表す仕方を理解している。
	2時間
2学期制：2月下旬
3学期制：2月下旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	150～151
	1
・
2
	○同じ数ずつ数えたり，同じ数に分けるなどの操作を通して，かけ算やわり算の素地的な見方ができる。
	・具体物をまとめて数えたり，等分したりして，整理して表すこと。
	(考)(技)同じ数ずつ数えたり，同じ数に分けるなどの操作を通して，かけ算やわり算の素地的な見方ができる。


	21　おおい　ほう　すくない　ほう

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	2つの量について，小さい方の数量と差を知って，大きい方の数量を求めることができる。(求大)

2つの量について，大きい方の数量と差を知って，小さい方の数量を求めることができる。(求小)
・一方の数量と差がわかったときの他方の数量を求めようとする。
・数量の大小関係を正しくとらえ，演算決定の根拠を考えることができる。
・一方の数量と差を知って，他方の数量を求めることができる。
・一方の数量と差を知って，他方の数量を求める仕方を理解している。
	2時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	152～153
	1
・
2
	○一方の数量と差を知って，他方の数量を求めることができる。
	・求大・求小の問題
	(考)(技) 一方の数量と差を知って，他方の数量を求めることができる。


	◎　ものの　いち

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	前後，左右，上下などの用語を用いて，ものの位置を表すことができる。
・具体的な場面で，ものの位置をことばで表そうとする。
・ものの位置の表し方をことばで表す仕方を考えることができる。
・ものの位置を，前後，左右，上下などの用語を用いて表すことができる。
・前後，左右，上下などの用語を使った位置の表し方を理解している。
	1時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	154～155
	1
	・前後，左右，上下などを使ってものの位置を表すこと


	22　大きさくらべ(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	直接比較や間接比較により，広さ・かさを比較することができる。
・身近にあるものの広さ・かさに関心を持ち，比較しようとする。
・身近にあるものの広さ・かさを比べる方法を考えることができる。
・直接比較・間接比較や任意単位による測定によって，広さを比較することができる。
・直接比較・間接比較による広さ・かさの比べ方を理解している。
	2時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	156
	1
	○直接比較・間接比較による広さの比較ができる。
	・広さ・かさの直接比較，間接比較
	(考)(技)直接比較・間接比較により，広さを比べることができる。

	
	157
	2
	○任意単位による広さの測定ができる。
	・任意単位による広さの測定
	(考)(技)任意単位により，広さの測定ができる。


	＊　もう　すぐ　2ねんせい（1年のふく習）

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	158～162
	・1年生の既習事項の確認と持続
	3時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬


	★　けいさんの　れんしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	163～165
	・1年で学習した計算の練習
	時間配当なし


※けいさんれんしゅうは，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
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